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序論 

 本邦においてがんの罹患数は年々増加し，“がんと共存”する時代になっている．がん

のうち胃がんや大腸がんといった消化器に関するがんは多くを占めており，早期に発

見された場合，根治を望み手術療法が第1選択となる．よって，術後がんサバイバーと

して社会生活に復帰する患者に対し，理学療法士は早期離床をはじめとして，身体活

動向上に寄与する必要がある．しかし，がん治療後の運動療法の効果は示されるもの

の，内容や負荷に関しては検討が必要とされている．消化器がん術後リハビリテーシ

ョン（以下，術後リハ）において，運動負荷の程度にゴールドスタンダードはなく，

有意義な強度設定に苦慮する．また，身体活動が高いほど術後改善が良好なことも予

測される．そこで，後方視的に現状調査から開始し，術後身体機能の調査，術前後の

調査を通して，周術期リハプログラムや自発的な運動量が術後機能改善およびQOL改

善におよぼす影響を検討した．それにより，消化器がん患者に対する運動療法の有益

を明らかにし，プログラムを構築していくための一助とすることを目的とした． 
 
○研究Ⅰ 消化器外科術後リハビリテーションにおける実施量が患者状態に与える影響

に関する調査  

【方法】がんに対する手術を施行された患者120名を対象に後方視的に基本情報，がん

及び治療に関する情報，術前検査値などの術前情報，術後リハの情報を調査した．術

後リハ実施量をもとに群分けし，2変量解析の後に，ステップワイズ法による多重ロジ

スティック回帰分析にて解析した． 

（注）論文題目が外国語の場合は，和訳を付すこと。 
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【結果・考察】術後リハ実施量には術後合併症有無，連続歩行可能距離，体重減少量，

目標歩行距離到達日数が有意に影響した（p<0.05）．術後リハ実施量を増やすことに

よって，体重減少量を抑制するなど身体的な改善を推進する必要がある． 

 

○研究Ⅱ 消化器外科術後患者における短期的身体機能変化に及ぼす因子の検討  

 〜運動療法の効果検討のための予備的検証〜 

【目的】術後リハ実施可能な2週間の期間における身体機能の変化を明らかにし，そ

の変化に影響する因子を検討し，術後リハプロトコル作成の一助とする． 

【方法】消化器がん術後患者28名を対象とし，身体機能評価として膝伸展筋力，握力，

SPPB（バランステスト，4m歩行時間，5回立ち座り時間），6分間歩行を術後約1週，

2週に測定した。統計解析は身体機能評価の変化量を従属変数，術前・手術データを

独立変数とした正準相関分析により関

連性を検討した．次に，膝伸展筋力また

は6分間歩行の変化量を従属変数とし，

術前・手術データを独立変数とした重回

帰分析にて影響する因子を抽出した． 

【結果】身体機能は2週にかけて改善し，

変化量には4m歩行時間と5回立ち座りテ

ストが術前％努力性肺活量，周術期リハ

実施日数，術後合併症有無に関連した（p

<0.01）（表1）．膝伸展筋力変化量には

リハ実施日数が影響し，6分間歩行変化

量には内科疾患併存症有無が関連した． 

【考察】術後身体機能は術前身体状況や，術後の入院期間などに関連し，術前術後の

運動強化を必要とする可能性を示した． 

 

○研究Ⅲ 消化器外科術後患者の身体機能及びQuality of Lifeに関連する因子および運

動療法の影響に関する検討 

【目的】術後リハプロトコルを作成および実施し，術後リハ経過での身体機能変化や

活動量と術後 QOL の関連を検討した． 

【方法】対象は 2016 年 6月から 2018 年 8月に消化器がんにて手術した患者 29例とし



た．身体機能として術前，術後 1週，術後 2週時に６分間歩行距離，膝伸展筋力，4m

歩行時間，5回立ち座り時間を評価した．QOL は術前，術後 2週，術後 4週に EORTC 

QLQ-C30 を評価した．また，基礎・治療項目として年齢，性別，がんステージ，併存

症・合併症有無，BMI，術前後検査値，術式，術後運動量などを調査した．統計解析

は術前後の身体機能と QOL変化をみるために反復測定の分散分析を用いた．さらに身

体機能術後変化量と QOL 術後変化量の関連を検討するために正準相関分析を適用し

た．また，術後運動量に影響する身体機能および QOL を検討するためにステップワイ

ズ法による重回帰

分析にて解析した． 

【結果】身体機能は

術後低下するもの

の2週後には概ね改

善が見られた．QOL

の活動性尺度は改

善したが，身体症状

尺度は改善が十分

でないものも見ら

れた（表2）．4m歩行速度変化量にQOLの身体活動，悪心・嘔吐，精神面，疲労の項

目が関連した．術後運動量にはQOLの便秘と精神面の項目が影響した． 

【考察】4m歩行の瞬発的要因は身体活動能力を反映し，術後QOLの改善にも影響する

と考える．また，運動量が多いことで便秘などの症状を抑制する可能性も得た． 

 

○研究Ⅳ 消化器がん術後患者の合併症発症に関連する術前・術後要因 

【目的】術後身体活動を阻害することの多い術後合併症に関連する要因を検討した． 

【方法】消化器がん術後患者55名（術後合併症あり7名，なし48名）を対象とし，合

併症有無に関連する因子を術前状態，術後身体・QOL状況別にステップワイズ法によ

る多重ロジスティック回帰分析にて検討した． 

【結果・考察】術前状態のうち整形疾患有無，術式，術前歩行速度，5回立ち座り時

間，膝伸展筋力，QOLの身体活動が合併症有無に有意に影響した（p<0.05）．また，

術後状況では膝伸展筋力，QOLの認識，便秘の項目，体重減少量が有意に影響した（p

<0.05）．術前身体機能や活動状況が合併症発症の一要因となり，合併症を生じるとQ



OL低下が生じることが示された． 

 

○研究Ⅴ 消化器がん術後身体活動量と術後機能改善及びQOLの関連 

【目的】術後運動量や術後リハプログラムの違いが術後改善に影響するかを検討し

た． 

【方法】2018年10月から2019年9月に消化器がんに対する手術を施行された26例を対

象とした．身体機能評価は研究Ⅲの項目を術前，術後10日前後に評価した．QOL評価

も研究Ⅲと同様にEORTC QLQ-C30を用い，術前，術後4週に評価した．基礎・治療項

目として年齢，性別，がんステージ，併存症・合併症有無，BMI，術前後検査値，術

式などに加えて，活動量計を用いて術後1週前後の1日あたりの歩数を調査し術後活動

量とした．また，患者状態に応じて実施可能であった術後リハ内容に応じて，低負荷

群と高負荷群に群分けした．統計解析は基本情報において低負荷群と高負荷群の比較

を行った．身体機能およびQOL評価に関しては，時期と術後リハ内容の群分けに関す

る交互作用を確認するために，分割プロットデザインによる分散分析で解析した．さ

らに，術後リハ内容に影響する因子を術前と術後因子に分け，それぞれ多重ロジステ

ィック回帰分析にて解析した．また，術後活動量に影響する因子を検討するために，

術後活動量を従属変数として重回帰分析にて解析した． 

【結果】身体機能評価では術後において有意に5回立ち座り時間が延長したが交互作

用は認めなかった．QOLの身体症状尺度では疲れ，痛み，息切れ，食欲不振，経済的

困難感で有意に増悪を認めた．疲れにおいては交互作用も認め，低負荷群において症

状増悪の程度が有意に高かった．術後リハ内容には性別，握力，手術時間，術後歩数

が関連した．また，6分間歩行変化量，疲れ変化量も関連した．術後活動量には食欲

不振変化量，大腰筋量指数，4m歩行時間変化量が関連した． 

【考察】周術期リハにて負荷を増大し強化を図るには術前からの身体機能改善が必要

となる．また，術後の症状増悪に伴い身体活動量が低下することや瞬発的な運動の必

要性が示され，今後の一助としていきたい． 

 

統括 

全研究を通して，術前から身体機能向上は重要であり，プレリハビリテーションの導

入を診療報酬上もできるよう働きかけが重要と考える． 
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